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〔〔〔〔No.24No.24No.24No.24〕〕〕〕　振動・騒音に関する記述として、不適切不適切不適切不適切なものなものなものなものは次のうちどれか。

　   

(1) 音の大きさを表わす音圧レベル(音の強さ)は、一般的に人問が感じることができる最も小さい音

圧との対数比であり、単位は dBで表わす。

(2) 50dBの音源が 10個あると、音圧レベルはおよそ 60dBになる。

(3) 人の可聴範囲は 20Hz～20kHzの振動周波数といわれている。

(4) 不具合車両の近接排気騒音を測定する場合は、人の聴覚に近い C特性を用いて測定する。

正解　４


